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坂
元
　昭
二

ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

六
月
二
十
三
日
㈰
音
楽
堂
ヤ

ル
ヴ
ィ
ホ
ー
ル
で
、
坂
元
昭
二

ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
坂
元
さ
ん
は
、「
さ

だ
ま
さ
し
」
さ
ん
の
バ
ッ
ク
バ

ン
ド
と
し
て
長
年
全
国
ツ
ア
ー

に
参
加
さ
れ
た
方
で
、
県
外
か

ら
の
来
場
者
も
あ
り
自
身
が
作

詞
、
作
曲
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

曲
や
お
な
じ
み
の
「
北
の
国
か

ら
の
蛍
の
テ
ー
マ
、
五
郎
の
テ

ー
マ
」
を
演
奏
さ
れ
、
円
熟
味

　

今
年
の
四
月
よ
り
、
佐
久
総
合

病
院
か
ら
の
出
向
で
、
小
海
町
役

場
で
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

佐
久
病
院
で
は
病
棟
で
看
護
師
、

健
康
管
理
部
門
で
保
健
師
と
し
て

勤
務
し
て
き
ま
し
た
。
小
海
町
に

は
分
院
、
診
療
所
が
あ
り
ま
す
が
、

今
ま
で
足
を
運
ぶ
機
会
が
あ
ま
り

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
小
海
で
約

三
か
月
過
ご
し
、
町
の
行
事
な
ど

へ
の
参
加
を
通
じ
て
と
て
も
す
て

き
な
場
所
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

四
月
に
は
親
沢
・
川
平
地
区
の

三
番
叟
と
鹿
舞
を
拝
見
し
、
歴
史

あ
る
演
奏
を
感
じ
ら
れ
懐
か
し

い
記
憶
が
甦
り
ま
し
た
。
ゲ
ス

ト
と
し
て
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
の
田
中　

永え

美み

さ
ん

と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
演
奏
は
、

風
景
が
見
え
る
よ
う
な
美
し
い

ギ
タ
ー
の
音
色
と
さ
わ
や
か
な

歌
声
が
会
場
を
包
み
ま
し
た
。

ア
ン
コ
ー
ル
の
時
間
は
、
観
客

と
一
緒
に
ギ
タ
ー
の
メ
ロ
デ
ィ

ー
に
合
わ
せ
七
曲
を
歌
い
楽
し

い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

シ
ー
・
フ
レ
ン
ズ
朗
読
音
楽
劇

　

七
月
七
日
㈰
音
楽
堂
ヤ
ル
ヴ

ィ
ホ
ー
ル
で
、
シ
ー
・
フ
レ
ン

ズ
に
よ
る「
リ
ト
ル
・
ツ
リ
ー
」

音
楽
朗
読
劇
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ピ
ア
ノ
・
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
・
ボ
ー
カ
ル
三
名
に
よ
る
音

楽
劇
で
絵
本
作
家
、
葉　

祥
明

さ
ん
の
「
リ
ト
ル
・
ツ
リ
ー
」

を
原
作
に
作
ら
れ
た
音
楽
朗
読

劇
で
、
観
客
に
簡
単
な
振
り
付

け
を
指
導
し
一
緒
に
楽
し
む
曲

も
あ
り
会
場
内
が
ひ
と
つ
に
な

る
舞
台
で
し
た
。
又
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
迫

力
あ
る
声
量
で
、
呼
び
掛
け
や

語
り
に
感
動
が
深
ま
り
ま
し
た
。

　

休
憩
な
し
に
よ
る
連
続
十
二

曲
の
演
奏
も
時
間
の
経
過
を
忘

れ
、
演
技
や
歌
詞
に
集
中
し
生

命
の
営
み
や
命
の
大
切
さ
、
自

然
の
繋
が
り
を
表
現
し
た
舞
台

と
な
り
観
客
の
心
に
歓
喜
が
届

き
ま
し
た
。

　

次
回
は
八
月
十
八
日
㈰
「
尺

八
5
人
娘
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
」、
九
月
八
日
㈰
「
天
満
敦

子
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
多
く
の

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

あ
る
地
区
の
伝
統
を
今
も
大
切
に

継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
ま
た
、
八
个
岳
野
辺
山
高

原
百
キ
ロ
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
や

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
子
育

て
フ
ェ
ス
タ
な
ど
、
町
内
外
問
わ

ず
参
加
者
と
関
わ
り
、
保
健
師
と

し
て
、
ま
た
一
個
人
と
し
て
も
貴

重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
五
月
に
は
松
原
湖
畔
を
散

策
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
食
べ
ら

れ
る
植
物
、
葉
や
木
の
香
り
、
土

を
踏
む
感
覚
を
味
わ
い
、
普
段
の

生
活
で
忘
れ
が
ち
な
大
切
な
感
覚

を
再
認
識
し
ま
し
た
。
私
は
時
た

ま
ハ
イ
キ
ン
グ
で
山
に
行
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
同
じ
長
野
県
で

あ
っ
て
も
そ
の
場
所
で
感
じ
と
れ

る
も
の
は
違
い
、
す
て
き
な
環
境

が
す
ぐ
近
く
に
あ
る
と
い
う
、
小

海
町
の
魅
力
を
ま
た
ひ
と
つ
教
え

て
頂
き
、
い
つ
か
湖
畔
周
辺
に
住

ん
で
い
る
と
い
う
リ
ス
や
フ
ク
ロ

ウ
に
出
会
え
た
ら
い
い
な
と
密
か

に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
町
外
の
出
身
で
、
小
海
の

地
区
名
や
施
設
の
名
称
な
ど
初
め

て
耳
に
す
る
も
の
も
多
く
、
日
々

会
話
に
登
場
す
る
名
称
を
頭
の
中

で
整
理
し
な
が
ら
の
状
態
で
、
お

そ
ら
く
町
の
中
の
常
識
や
土
地
柄

な
ど
も
存
じ
上
げ
ず
に
、
気
が
付

か
な
い
う
ち
に
失
礼
な
言
動
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
町
民
の
皆

さ
ま
、
町
役
場
職
員
の
皆
さ
ま
、

関
係
施
設
の
皆
さ
ま
か
ら
頂
い
た

優
し
さ
に
、
恩
返
し
で
き
る
日
は

い
つ
に
な
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
な

が
ら
過
ご
す
毎
日
で
す
が
、
ご
指

導
い
た
だ
き
な
が
ら
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
小

海
町
の
こ
と
を
知
っ
て
い
け
た
ら

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
声
が
け
い
た
だ
け
る
と
嬉

し
い
で
す
。
今
回
、
原
稿
の
依
頼

を
頂
き
、
お
引
き
受
け
し
て
良
い

も
の
か
大
変
悩
み
ま
し
た
が
、
皆

さ
ま
に
ご
挨
拶
と
お
礼
を
お
伝
え

す
る
機
会
を
頂
け
た
こ
と
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

（195）

小
海
町
役
場　

町
民
課
保
健
係

保
健
師　

田
中
美
栄

Ｒ
Ｅ
１
０
０

と
い
う
言
葉
を

聞
い
た
事
が
あ

り
ま
す
か
。

　

Ｒ
Ｅ
１
０
０

と
は
、
１
０
０

％
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
会
社
事

業
の
運
営
を
行
う
事
を
目
標
に

掲
げ
る
企
業
が
集
ま
る
、
国
際

的
な
取
り
組
み
の
事
で
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま

っ
た
背
景
に
は
、
地
球
規
模
で

の
温
暖
化
や
異
常
気
象
の
増
加

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
の

未
来
へ
国
際
的
な
枠
組
の
中
で

の
気
候
変
動
へ
の
対
策
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
と
言
え
る
で
し

ょ
う
。

　

こ
う
し
た
背
景
か
ら
Ｒ
Ｅ
１

０
０
は
世
界
各
地
の
企
業
に
持

続
可
能
で
環
境
に
優
し
い
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
促

し
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を

減
ら
す
こ
と
で
、
企
業
の
事
業

活
動
に
よ
っ
て
生
じ
る
地
球
へ

の
環
境
負
荷
を
少
し
で
も
低
減

さ
せ
る
事
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
東
京
都
は
こ
の
理
念
に
賛

同
し
都
庁
第
一
本
庁
舎
で
受
電

す
る
電
力
に
対
し
て
八
月
か
ら

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０

％
に
切
り
替
え
る
事
と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
続
く
企
業
が
増
え
る

事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　保健係職員と（中央…田中）
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七
月
は
「
青
少
年
の
非
行
・

被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
」
で

す
。
七
月
一
日
㈪
に
県
下
一
斉

街
頭
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
小
海
町
で
は
、
町
長
、
小

海
町
交
番
所
長
、
保
護
司
、
少

年
警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
更
生

保
護
女
性
会
の
皆
さ
ん
等
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
街
頭
指
導
を
小

海
駅
前
及
び
小
海
中
学
校
正
門

前
に
お
い
て
行
い
ま
し
た
。
登

校
す
る
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま

で
に
啓
発
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
月
間

　

夏
至
の
六
月
二
十
二
日
、
長

湖
畔
で
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
夏

祭
り 

in 

こ
う
み
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
北
欧
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
で
は
夏
を
迎
え
る
こ
の
時
期

に
各
地
で
夏
至
祭
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
小
海
町
は
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
の
風
景
に
似
た
森
と
湖
が
あ

る
こ
と
か
ら
夏
至
祭
が
開
催
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
回
で
十

八
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。　
　

　

当
日
朝
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合

テ
レ
ビ
「
お
は
よ
う
日
本
（
関

東
甲
信
越
）」
の
生
中
継
が
あ

り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
料
理
や
、

サ
ウ
ナ
の
楽
し
み
方
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
午
後
お
祭
り
が
始

ま
る
と
山
形
県
か
ら
京
都
府
ま

で
、
十
五
の
都
府
県
か
ら
約
二

五
〇
人
が
集
ま
り
、
サ
ウ
ナ
、

ヨ
ガ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
工
芸
品
作
り
、
ム

ー
ミ
ン
ブ
ー
ス
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
の
ゲ
ー
ム
「
モ
ル
ッ
ク
」、

日
本
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
マ
ジ

シ
ャ
ン
に
よ
る
シ
ョ
ー
、
湖
上

の
ス
ポ
ー
ツ
「
Ｓ
Ｕ
Ｐ
」、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
の
伝
統
的
な
か
が

り
火
「
コ
ッ
コ
」、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
と
小
海
町
の
料
理
ビ
ュ
ッ

フ
ェ
等
を
楽
し
み
ま
し
た
。
今

年
は
同
時
期
に
開
催
さ
れ
た

「
第
一
回
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア

・
ウ
ォ
ー
ク 

in 

小
海
町
」
か

ら
の
多
く
の
参
加
も
あ
り
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

中
の
重
点
課
題
の
書
か

れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

配
布
し
ま
し
た
。
月
曜

日
の
早
朝
で
、
子
ど
も

達
も
忙
し
い
中
に
も
元

気
に
笑
顔
で
あ
い
さ
つ

を
返
し
て
く
れ
る
子
ど

も
達
が
多
く
一
安
心
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
、

地
域
全
体
が
見
守
り
や

声
か
け
が
で
き
れ
ば
と

感
じ
ま
し
た
。

　

「
健
や
か
な
成
長
を
願
い
」

青
少
年
健
全
育
成
街
頭
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た

新
盆
見
舞
金
の
自
粛
及
び
廃
止
の
お
願
い

　小
海
町
生
活
改
善
委
員
会
で
は
、
佐
久
地
区
の
市
町
村
で
構
成
さ
れ
る
佐
久
地
域
生
活
改
善

委
員
会
の
申
し
合
わ
せ
事
項
に
よ
り
「
近
親
者
を
除
き
新
盆
見
舞
金
の
自
粛
、
廃
止
と
し
、
記

帳
の
み
と
す
る
」
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　今
年
、
新
盆
を
迎
え
ら
れ
る
施
主
の
方
に
お
か
れ
て
は
、
生
活
改
善
委
員
会
申
し
合
わ
せ
事

項
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
張
り
紙
を
掲
示
す
る
な
ど
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　な
お
、
張
り
紙
は
北
牧
楽
集
館
及
び
役
場
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
夏
祭
り

in 

こ
う
み
」開
催
！

上：モルックを楽しむ参加者
下：コッコ点火の様子

＝講演会のお知らせ＝
　4校PTA子育て委員会・青少年健全育成
連絡協議会による講演会が下記日程で開催
されます。
　子育てに関する講演会です。多くの皆様
方のご参加をお待ちしております。

日時：令和元年8月30日㈮ 
　　　午後7：00～8：30
場所：小海町役場 2階大会議室
講師：いまここ診療所　田辺佳代子先生
演題：｢一緒に育つ 一緒に生きる｣
　　　～大人も子も

居心地のいいこころ育ての場～

※託児スペースあります
ので、子育て中の方も
ぜひご来場ください。
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み ん な の 楽 集 館
夏休み期間中もルールを守って楽しく利用しましょう

今月の図書館

　夏休みに入り、多くの皆さんが気持ち良く楽集館を
利用して頂くため、施設の利用方法について再確認の
お知らせをします。
●開館時間
　午前8時から（図書館は午前9時から）
　土日は午前8時30分開館（図書館は午前9時から）
　図書館が開館するまでは交流室を利用して下さい。
●学習室の利用
　午後9時まで（図書館登録者のみで高校生以上）
火曜日は休館日のため利用できません。また日曜日
は午後5時までとなります。
●昼食
お弁当を持ってきている方は交流室か2F学習支援
室で食べましょう。次に利用される方の事も考えて
利用しましょう。特にゴミ等の片付けを、しっかり
お願いします。
●帰宅時間、帰宅方法
　お家の方と相談しておきましょう。

【守ってほしいこと】
・交流室、図書館では携帯電話の通話はしない。
・机、イス、読んだ本など使った人が責任もって片付
けましょう。机を汚してしまったときは職員に声を
かけましょう。
・カップ麺の残りスープを捨てたい場合は職員に声を
かけましょう。（給茶機やトイレに流さないように
して下さい。）
・貴重品は必ず鍵つきロッカーにしまいましょう。
・年代の違ういろいろな方々が利用される施設です。
小・中学生は特に、「元気なあいさつ」で、利用者
と交流、会話を積極的にしましょう。周りの人に迷
惑が掛からない行動、親切な心配りが大切です。

☆利用についてお聞きになりたい事がありましたら、
北牧楽集館（℡92−4391）までおたずね下さい。

■昭和の佐久の四季暦　市川　潔
「ふるさと佐久」などで、昭和の暮らしや風景を紹介して
きた著者の新作。農作業、子どもの遊びや童謡、歳時記な
ど、また失われゆく景色を味わい深い挿絵と方言を盛り込
みながら柔らかく語っています。地域の原風景を留める郷
土資料です。（佐久市　市川　潔さんより寄贈）

■ゴリラの森、言葉の海　山極寿一　小川洋子
ゴリラを通して、「言葉とは何か」、「家族とは何か」など
を霊長類学者と小説家が対談。言葉を話すヒトが言葉をも
たないゴリラから学ぶべき点は多々あるのかもしれない。

新刊ピックアップ

～『夏休みえいが上映会』を開催します～
7月29日㈪	 11：00〜12：00「おしりたんてい」
	 13：30〜14：15「放課後の怪談」
8月08日㈭	 13：30〜14：05「スプーンたんたんたん」
	 14：10〜14：40「レオ・レオニ5つの名作集」
	 14：45〜15：05「れっしゃ　だいこうしん」
8月19日㈪	 10：30〜12：00「オーシャンズ」
	 13：30〜14：30「チップとデール」
無料でご鑑賞頂けます。楽しい作品がいっぱい。楽集館で映画
をお楽しみ下さい！

●左利きの文豪たち　●箱・箱・箱
●笑っちゃえ！　　　●戦争と平和８月の企画コーナー
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共 育の広場共育の広場
教 育 委 員 会 だ よ り

教 育 こ う み …７月号…
Vol.39

共育の広場

　6月14日、晴天の中、来賓の皆様、保護者の皆様、地域の皆様を多数お迎えし令和元年度の小海小学校校内音
楽会が行われました。大勢のお客様を前にした子どもたちは、きっと緊張したことでしょう。しかし、その緊張
を前向きなエネルギーに変えて、どの学年・学級も精一杯の力を出し切った音楽会だったと感じました。
　この日を迎えるまで、数多くの練習を積み重ねてきた子どもたちです。その過程の中で、思うように演奏でき
なかったり、美しいハーモニーにならなかったり等、数々の問題が起きたことでしょう。しかし、仲間とともに

知恵を出し合って協力し、それらの問題を乗り越えて本番を迎え、立派に演奏で
きた経験は、今後に生きる大変貴重な経験だったことは間違いありません。一人
ひとりが個として尊重されると同時に、一つの目標に向かって多くの人間が力を
合わせて協力することは、よりよい社会をつくる上で基本的な事柄です。音楽会
はそのようなことを改めて確認し、目の当たりにできる貴重な機会となりました。
ご来校いただいた皆様、ありがとうございました。

　春から秋にかけ、生徒会本部会の呼びかけで、各学
級が「駅ボラ（小海駅舎清掃ボランティア）」を放課
後を中心に実施しています。6月は、18日に、1年2
組の生徒と本部会役員が、27日の6時間目の清流の時
間（総合的な学習の時間）に、３学年全員が「駅ボ
ラ」を行いました。
　18日には、小海町更生保護女性会の皆様も一緒に参加してくださいました。これからも、グランドデザイン
にある「大好きなふるさとに心を寄せよう〜地域との連携〜」を目指し、取り組んでまいりたいと思っています。
生徒の感想より
◯駅の前をほうきで掃いていたら、つばめのフンがたくさんあることに気づきました。そこで、金属のヘラを
使って、何度もこすって取りました。少し時間がかかったけど、きれいになった床を見た時、すっきりしま
した。（ 1年生）
◯ 3年生がしっかりやってくれてありがたかったです。たわしを使って一つ一つのタイルの目地をきれいにし
ている人もいました。僕はデッキブラシを使って、自動販売機の回りをきれいにしました。仲間の頑張りを
見て、一度きれいにしたところをもう一度磨きました。（ 3年生）

◇1学年は信州短期大学と松本大学を見学しました。信州短期大学では介護用のスプーンや箸を実際に手に取っ
たり、入浴用ストレッチャーを操作したりと、普段できない体験をしました。松本大学では学食で煮干しラーメ
ンや唐揚げ定食、ソースカツ丼を食べたり、大学で学ぶことの意義について講義をお聞きしました。いずれの体
験も生徒にとって、進路実現のためのよい刺激になり、充実した学習となりました。
◇2学年は修学旅行の事前学習として、松代大本営跡と長野県立歴史館を見学
しました。松代では地下壕に残る作業の痕跡を見学しながら、大本営建設の理
由や沖縄戦との関係、過酷な強制労働の実態について知りました。歴史館では
「信州学」についての講話をお聞きし、本校一部生徒達の地元ともなっている
大日向村（現佐久穂町）での満州移民政策や、長野県出身の神風特攻隊員の話
などを通して、戦争と地元長野県がどのように関わったのかを知りました。歴
史をきちんと知った上で考えることの大切さを学んだ一日でした。
◇3学年は外部講師による進路学習をおこないました。大学・短大・専門・就職の四分科会に分かれて、志望理
由書や履歴書の実作、学校案内や求人票のポイント解説授業、推薦入試やＡＯ入試の対策学習など、各自の進路
目標に応じた学習を一日かけて実施しました。９月におこなわれる文化祭の準備の一方で、受験勉強や就職活動
に追われる日々ですが、進路目標の実現に向けて精一杯頑張ってほしいと願っています。

小海小学校 校内音楽会

小海中学校 「駅ボラ」、地域の皆様と頑張っています。

今! 小海高校 「総合的な学習の日」

6月18日…更生保護女性会の皆様と1－2「駅ボラ」より ６月２７日　３年生「駅ボラ」より



令和元年7月26日 第 5 1 3 号 (　)6小 海 町 公 民 館 報

教育委員会情報　6月

●町教育委員会6月定例会（令和元年6月25日）
・任期満了に伴い、小海町スポーツ推進委員が任命

されました。
・要保護・準要保護児童就学援助費の受給申請につ

いて協議しました。
・特別支援教育就学奨励費の受給申請について協議

しました。
・南佐久郡教育委員総会並びに小中学校長との合同

会議について協議しました。
・小海町総合教育会議について協議しました。
・三町村教育委員合同研修会について協議しました。

●中学校組合教育委員会6月定例会
（令和元年6月25日）

・要保護・準要保護生徒就学援助費の受給申請につ
いて協議しました。

・特別支援教育就学奨励費の受給申請について協議
しました。

・南佐久郡教育委員総会並びに小中学校長との合同
会議について協議しました。

・中学校組合総合教育会議について協議しました。
・三町村教育委員合同研修会について協議しました。
●小海町スポーツ推進委員

 （任期:令和元年7月1日～令和3年6月30日）
・工藤　晃（馬流高根町）・近藤正章（芦谷）
・菊池千年（本間下）　　・新津　文（大畑）
・鷹野　浩（松原）　　　・小池那奈（八那池）
・新津昌一（鎰掛）

（敬称略）

　「先生、おはよう！」毎朝子どもたちは元気に挨拶をし
てくれます。そして、勉強したり遊んだり、笑ったり泣い
たりしながら学校生活を送り、お家に帰っていきます。一
日の中で、子どもたちのたくさんの笑顔を見ることができ
ます。私たちが毎日当たり前のように子どもたちと向き合
うことができるのは、多くの方のおかげだと思っています。
家族の皆さんはもちろんそうですが、児童館の先生方、学
校ボランティアの皆さん、バスの運転手さん、行政の皆さ
ん、地域の皆さん、その他にもたくさんの方に支えられ、
子どもたちや私たち学校職員は毎日生活しています。本当
にありがたいことだと感じています。
　家族以外では一番多くの時間を共に過ごす、私たち教員
の与える影響はとても大きく、責任も大きいと感じていま
す。私はこの南佐久で生まれ、南佐久で育ちました。地元
に戻って教員をすることが、私の夢であり目標でした。良
い面もそうでない面も含めて、この地域が大好きです。今
私たちが関わっている子どもたちは、この南佐久の未来を
背負っていってくれるはずです。小海小学校の子どもたち
も、この地域が大好きにだと思ってくれるように、そして
少しでも南佐久、小海の未来が輝くように、今の自分にで
きることを精一杯していけたらと思います。

熱 い 共 育 人
小海小学校
1年1組担任

新海 留美

vol.37

「身近な人権にふれてみましょう」

　 7 月11日㈭に小海町企業人権教育推進連絡協議会総
会及び研修会が楽集館に於いて行われました。
　東信教育事務所の園部指導主事をお招きし、「身近
な人権にふれてみましょう」と題して講話がありまし
た。各事業所の代表者を始め管理職の皆さんが出席し、
ワークショップによる参加型の講話で、意見交換の場
面では、それぞれの考えを発言し意見の違いを認め多
様な考え方や多角的な視点から相手の立場を認める事
が大切だと再認識いたしました。又、現在、15の事業
所で構成されている協議会ですが、新規の会員となる
事業所への勧誘等も話題となりました。

南佐久郡町村教育委員連絡協議会
　 7 月12日㈮、北牧楽集館多目的ホールにおいて、令和元年度南佐
久郡町村教育委員総会並びに南佐久郡小中学校長・教育委員合同会
議が開催されました。
　当日は、南佐久郡 6 町村の教育委員と教育長、小中学校長、来賓
には東信教育事務所次長、佐久校長会長、小海高等学校長、小海町
長をお招きし、総勢45名の皆様にお集まりいただきました。
　南牧南小学校長と佐久穂中学校長に、学校教育の特色ある取り組
みを発表していただき、有意義な研修会となりました。
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小海町企業人権教育推進連絡協議会総会が行われました
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フィンランディアウォーク in 小海町が行われました！
　6月23日㈰フィンランディアウ
ォークin小海町が、全日本ノルデ
ィック・ウォーク連盟設立10周
年記念として開催されました。
　緑豊かな松原湖高原の中で3㎞
・5㎞・10㎞コースを総勢250名
に、ポールを手に楽しんでいただ
きました。
　ゴールの松原湖スケートセンタ
ーでは、小海八ッ手峯会による手
打ちそばや、直売所による手作り
まんじゅうや野沢菜おやきなどの
振る舞いが行われました。

令和元年度「小海町八ヶ岳開山祭」が開催されました
「小海町八ヶ岳開山祭」
が6月8日㈯、天候不順
のため場所をみどり池か
ら稲子湯に移し開催され
ました。
　町内関係者をはじめ一
般の登山者の方も含め、
総勢約70名の皆さんと
ともに、今シーズンの山
の安全を祈願しました。
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町政に対するご意見・対応一覧表（６月分）
　早朝 5時前からのビーバーでの草刈について、仕事で夜勤
明けの方、子どもが小さい方、勉強などで就寝が遅い方など
いる中で、非常識ではないか。防災無線で自粛を呼びかけて
ほしい。

　県道本村の堀込商店様の所の相木川河川内の木を伐っても
らいたい。

　県道より親沢方面に入る所の道路を広げてもらいたい。

　ローソン様前のサクラ・クルミの木が田畑の邪魔になるの
で、持ち主に言って伐ってもらいたい。

　生垣や庭木などが道路に出ているので伐ってもらいたい。

　早起き野球のことですが、夜やるのは早起き野球ではない
と思います。電気代は誰が払っているのか。

　1,400万円かけて移動販売車で食料を売るとのこと、いい
ことです。保険料は売上の中から支出すればとてもいい。

　受取人払いの封筒は 1枚いくらですか。

　防災無線について、農業等で外での仕事が多くなっていま
す。そんな時防災無線が聴こえません。災害に備えての無線
です。畑においてもきちんと聴こえるようにしてほしい。

　子供の支援について、 4 人目以降に100万円、大学に行く
と30万円、確かにそれも大切ですが、地元に残って地元に就
職する子供達への支援も必要なのではないでしょうか。大学
に行くばかりが良い事ではないと思います。

　意見箱の設置廃止によりこのような投書ができる機会がで
きたことは、とても良いことだと思います。しかし、このよ
うな意見を出してもどのような形で回答をしていただけるの
でしょうか？町民の意見に対して公民館報に全て載せていた
だけることを希望します。

　土村南町の町営住宅に関して、その内容を知った時には決
定事項のようで、我々町民は反対しようにもどうすることも
できません。そういった計画があるのであれば、町としても
っと町民に周知する努力をし、もっと慎重に考えてから計画
をすべきではないですか？土地・建物と莫大な費用がかかり
ます。これから少子高齢化社会になり、町内には空家やアパ
ートがたくさんある中で、本当に町の血税を投じて行うべき
ものなのでしょうか？	
　そして町長の会社が施工するようにし、我田引水行為なの
では・・・と思えてしまいます。

　こども支援の充実は大切なことであります。小海でもこの
4月より 3人目以降の出産に対してお祝い金が増えたとのこ
と。しかし町内でこどもを生んでお祝い金だけもらって町外
に行ってしまうようでは、意味がないのではないですか？ま
た、そのこども達は、都会へ出て行って都会に住んでしまえ
ば大学お祝い金も意味がありますか？小海に定住し、仕事を
持って町の将来のためになる人のために、もっと意味のある
支援をすべきではないでしょうか。

　騒音問題は住宅地においては大きな問題だと判断いたしま
したので、防災無線にて自粛のご協力を呼びかけました。お
互い思いやりのある行動に心がけていただきますようお願い
します。

　河川敷の立木ですので、管理者（県）へ要望します。

　河川管理者及び公安委員会との協議を進めていきます。

　個人所有地の問題ですので、利害関係のある当事者間で話
し合っていただきますようお願いします。

　広報や防災無線で呼びかけをします。町民の皆様の協力を
お願いします。

　早起き野球は早朝のみの活動をしております。夜のグラウ
ンド利用は、壮年ソフトボールや公民館登録グループによる
ものです。電気代は町で払っています。

　移動販売車の関連費用は約1,000万円です。自動車の保険
料は収益の中から賄う予定です。買物に不自由なさっている
皆さんが大変多くなっていますので、事業に対しご理解をい
ただきますようお願いします。

　封筒は1枚8円50銭です。皆さんが投函した場合、郵送料
92円は町が払います。

　すべての場所で受信できるようにすることは予算面におき
ましても大変なことです。災害が予想されるような場合は、
防災無線が受信できるところに居るなど、ご自分の身を守る
行動をしていただきますようお願いします。

　地元に残って就職されたり、Ｕターンされた場合には、雇
用定住促進事業ということで、月1万円分のＰマネーを5年
間支給する制度や、奨学金を借りていた場合は、返済額を支
援する制度などがあります。詳しくは役場にお問合せくださ
い。

　いただいたご意見は、「広報掲載基準」により掲載します。
ただし個人名や個人が特定される内容や公共性を欠くと考え
られる内容については省略します。また、長い文章の場合は
紙面の都合上要旨をこちらでまとめて載せています。

　町は3月29日発行の公民館報510号で新年度予算の主なも
のについて掲載していまして、町営単身者用雇用促進住宅に
ついても掲載しています。計画についての賛否は当然あるこ
とも承知していますが、町議会において可決決定いただいた
事項ですのでご理解をお願いします。また、町長の会社が施
工するとありますが、町長はすでに退社しており、会社から
も一切株主配当も受け取っていません。業者決定の経緯は、
町長を除いた特別職と管理職で構成する審査会で、業者名を
伏せた状態で応募のあった4社の提案について審査し決定し
ました。提案内容も単身者用の住宅という観点から居住性も
優れており、総合的に判断しました。

　出産祝金は、小海に住み続ける意思のある方に支給するこ
とになっており、これに反した場合は返還していただくこと
になっています。大学等進学支援金は、子育て支援の一環と
して親の負担軽減を目的としています。仰ることも分かりま
すが、現在町に住んでおられる皆さんが住み易い町になるよ
うな施策ですのでご理解いただきますようお願いします。

寄せられたご意見等 町の対応等

※返信用封筒をお配りしたところ沢山のご意見が寄せられました。封筒は役場窓口にも用意してありますので、ご自由にお持ちい
ただきご意見をいただきますようお願い申し上げます。また、ご希望の方には郵送いたしますので、総務課までご連絡ください。



第 5 1 3 号 令和元年7月26日(　)₉ 役場からのおしらせ

借金の返済に困り、生きているのに疲れてしまった…
突然、離婚の意向を告げられ、混乱している…

　弁護士による失業、家庭問題、多重債務等の法律相
談とあわせて、関係機関職員による生活・就業相談、
保健師によるこころの健康などの健康相談をお受けし
ます。

１　月　日　令和元年09月3日、10日、17日、24日
　　　　　　　　　　12月3日、10日、17日、24日
　　　　　　令和２年03月3日、10日、17日、24日　
	 ※いずれも火曜日です。
２　時　間　いずれも10：00〜12：00、13：30〜

15：30　（１件１時間）
３　場　所　　長野県佐久合同庁舎

（佐久市跡部65－1）

４　内　容　弁護士による法律相談、
	 保健師による健康相談
	 関係機関による生活・就労相談
５　費　用　無料
６　申込み　事前の予約が必要です。
	 申込みは佐久保健福祉事務所健康づくり

支援課へ（電話：0267－63－3164）
	 各相談日の前週金曜日の昼までに申し込

んでください。
７　その他　※匿名での相談はお受けできません。
　　　　　　※同じ方による同一内容の相談は１回に
	 　限らせていただきます。
　　　　　　※相談の内容によっては日程の調整をお
	 　願いすることがあります。

令和元年度　く らしと健康の 相談会

町税等納期のお知らせ 〈令和元年8月～10月の納期は下記のとおりです〉

町税等の口座振替をご利用の方は納付月の26日が振替日となります。
前日までに残高の確認をお願いいたします。
※26日が土・日・祝日の場合は翌平日に振替えます。
また、窓口納付の方につきましては、納期限が各納付月の月末となります。
窓口納付の方は、便利な口座振替納付のご利用をおすすめします。
納税が遅れますと督促状が送られ督促手数料が発生しますので、必ず納期限内に納税をお願いいたします。

口座振替日
　8　月26日㈪
　9　月26日㈭
10月28日㈪

町県民税 固定資産税 国民健康
保 険 税 介護保険料 後期高齢者

医療保険料

２期

３期
３期

２期
３期
４期

２期
３期
４期

２期
３期
４期

　 6月14日、15日の 1泊 2日でトッパングループの方々14名が、憩うまちこうみ事業の体
験版、モニターツアーで来町されました。トッパングループは、従業員が心身ともに健康
で、個性や能力を最大限発揮することが、企業の発展につながると考え、健康経営に先進
的に取り組んでいる企業グループであり、健康経営を目指す企業のニーズを満たしている憩うまちこうみ事業
のモニターツアーに結びつけることが
できました。

セラピスト募集中
セラピストを随時募集しております。
役場総務課渉外戦略係までお問い合わ
せください。（９２−２５２５）

憩
いこ

うまちこうみ　レポート６
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　小海町は東邦大学と共同で、2017年 8 月と2019年 1 月に、40歳以上の町民を対象とした「いきいき健
康調査」を実施しました。それぞれ約3,100人に調査票を配布し、2017年の調査は1,893人（59.5%）、
2019年の調査は1,850人（60.9%）と多くの方からご回答を頂きました。ご協力頂いた皆様、また調査票
の配布・回収にご協力頂いた保健推進委員の皆様、誠にありがとうございました。
　この調査は、血圧を適切に管理し、健康な生活を送るために必要な知識や生活習慣の状況を把握する
ことを主な目的として実施しました。小海町は血圧の高い方が多く、高血圧の予防や早期の対策が町の
大きな健康課題となっています（長野県全体の傾向でもあります）。高血圧は自覚症状がなく、放置す
れば脳血管疾患や心疾患等、さまざまな病気を引き起こす「サイレントキラー」といわれています。
　そのため、2017年の調査の結果をもとに、血圧についてもっと知ってもらうための様々な企画を実施
しました。代表的なものが、チラシとトイレットペーパーの作成です（図 1 ）。これらの内容は、調査
で認知度が低かった項目を中心に構成しました。そして保健推進委員の皆様のご協力による各世帯への
配布等によって、多くの方に必要な情報を届けることができました。例えば2019年の調査の回答者のう
ち、チラシについて34.0％、トイレットペーパーについて62.4％が「見た」と答えています。また調査
結果は、各地区の公民館等で実施する「出張！すこやか保健室」の内容や、健康福祉まつりの企画等に
も活用されています。

　さて、こうした企画によって、血圧の知識はどのように変化したでしょうか。図 2 はその一例です。
チラシとトイレットペーパーを見た人は、高血圧と判定される基準値（140／90mmHg）を正しく答え
た割合が高いことがわかりました。町では引き続き、高血圧予防の保健事業を企画していく予定です。
KOUMI（小海）の頭文字を使った血圧管理のためのスローガンをぜひご一読ください！次号は詳しい
結果について掲載を予定しています。
　
　Ｋ…高血圧基準値は140／90(mmHg)！
　Ｏ…お塩ひかえめ 9 g！※
　Ｕ…運動続けて血流促進！
　Ｍ…毎日続けて血圧測定！
　Ｉ…いろどり野菜で血管を守ろう！
　※注：現在長野県では食塩摂取量 8 gを
　　目標にしています。

「小海町いきいき健康調査」の結果について（パート1）

図1　血圧管理のためのチラシとトイレットペーパー

図２…チラシとトイレットペーパーを見た人の高血圧基準値の正答率
※2019年調査の回答より、上と下の両方の基準値（140／90）に正答した割合。
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チラシ トイレットペーパー

33.1％
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■見た
■見なかった
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国民健康保険税の税率について
国保の健全運営のため、加入者の皆さまのご理解ご協力をお願いします。

　国民健康保険（国保）は病気やけがをしたときに安心して医療が受けられるように、加入者の皆さま
が国保税としてお金を出し合い、お互い助け合う制度です。
　国民健康保険は「国民健康保険事業特別会計」として独自の会計で運営をしています。

　平成30年度国保特別会計の決算見込みは、保険給付費（医療費）が約 3 億3,105万円となりました。
医療費の増加を抑えるため、かかりつけ医を持ち、ジェネリック医薬品の利用等にご協力ください。

　令和元年度は、国民健康保険税課税限度額の引き上げ、低所得者を対象に国保税軽減の拡大が行われ
ます。
　今年度の国保税の税率は下記のとおりです。

平成30年度国保特別会計決算見込み

歳　　入

国保税	 1億3,349万円

県からの交付金等	 3億3,475万円

その他の収入	 3,714万円

前年度繰越金	 5,340万円

合　計	 5億5,878万円

歳　　出

保険給付費（医療費）	 3億3,105万円

県への納付金	 1億6,153万円

国等への返還金	 1,983万円

保健事業・その他支出	 4,637万円

合　計	 5億5,878万円

●病気の早期発見や予防のため毎年特定健診を受けましょう。また、国保加入者の人間ドック
等に対して補助を行っていますのでご活用ください。
●ジェネリック医薬品（同じ効き目のある安価な医薬品）を利用しましょう。
●国保税の納期内納付にご協力をお願いします。

平成30年度

税　率

所得割

資産割

均等割

平等割

限度額

医療分

6.90%

31%

16,000円

17,000円

58万円

93万円

支援分

3.30%

10%

3,400円

3,400円

19万円

介護分

1.80%

12%

8,000円

6,000円

16万円

令和元年度

税　率

所得割

資産割

均等割

平等割

限度額

➡
医療分

6.90%

31%

16,000円

17,000円

61万円

96万円

支援分

3.30%

10%

3,400円

3,400円

19万円

介護分

1.80%

12%

8,000円

6,000円

16万円
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　農業用ビニールハウスの設置に関しての補助金は以
前からありますが、この度、要綱が変わりましたので
改めてお知らせします。

●補助の対象者　
１．小海町内に住所・農地がある方で、その農地にハ
ウスを設置される方。

２．町直売所または町内各店舗※１へ農作物を出荷す
る方。出荷のために対象のハウスで農作物を３年
以上作付される方。（作付け品目は野菜・花卉※２

等）
※以前にハウスの補助金を受けた方、町税等を滞納さ
れている方は対象外です。

※変更点１　出荷先は以前は直売所のみでしたが、町内各店舗を加えました。
※変更点２　以前は野菜のみでしたが、花卉を加えました。

●補助金について
１．補助金の交付は一農家さん１回のみ。
２．補助金の対象となる経費は新設・増設のハウスの
資材費や組み立て経費など。

３．補助額は対象経費の２分の１で200,000円を限
度額とします。（千円未満切捨て）

●補助金をもらうには
・ハウスを設置する前に申請書を書いていただき、必
要な書類を添付して役場へ提出してください。審査
を行い、対象となればハウス設置後、報告書を提出
いただき、補助金を交付します。（申請書は役場に
あります。）

●その他
・新規就農者の方はハウスのほか、農業用倉庫や作業
場も対象経費とします。
・補助金の申請方法や詳しい内容については役場産業
建設課農林係までお問い合わせください。【電話９
２－２５２５】

★補助金を有効に活
用していただき、
直売所や町内の各
店舗へ数多くの農
産物を出荷してい
ただきますようお
願いいたします。

農業用ビニールハウスの設置について補助金が出ます

中部横断自動車道（長坂～八千穂）（（仮称）佐久都市計画道路1・4・1号
南牧佐久線）に関する「環境影響評価方法書」を公表し説明会を開催します

　中部横断自動車道（長坂～八千穂）の環境影響評価
の手続きについて、都市計画道路として定める長野県
が方法書を公表し、方法書の記載事項について説明会
を開催します。

１　方法書の縦覧場所
　　◯長野県佐久建設事務所関連事業課
　　　〒384－0301　佐久市臼田2015
　　◯小海町役場産業建設課
　　　〒384－1192　南佐久郡小海町大字豊里57－1
　　　TEL：0267－92－2525

※上記以外でも縦覧及び意見書の提出を受け付け
ています。詳しくは下記 3 のホームページをご
覧ください。

２　縦覧期間
令和元年 8 月 1 日㈭～令和元年 9 月 2 日㈪
　8 時30分～17時15分
（土曜日、日曜日、国民の祝日に関する法律第 3
条に規定する休日を除く）

３　インターネットによる公表
長野県佐久建設事務所ホームページ
（https://www.pref.nagano.lg.jp/sakuken/）

４　説明会
　　◯開催日時　令和元年 8 月21日㈬
　　　　　　　　18時00分～20時00分
　　◯開催場所　小海町役場 2 階大会議室

（小海町大字豊里57－ 1 ）
　　◯定　　員　150人

※上記以外でも説明会を開催します。詳しくは左
記 3 のホームページをご覧ください。なお、各
会場には席に限りがあります。定員を超える場
合は入室をお断りすることがありますので予め
ご了承願います。

５　意見書の提出
環境の保全の見地からの意見を提出することがで
きます。氏名、住所を記載の上、令和元年 9 月17
日㈫17時15分までに、縦覧場所に持参あるいは郵
送により提出願います。また、ファクシミリ、メ
ールの場合は佐久建設事務所でのみ受付けます。
ＦＡＸ：0267－82－7400
E-mail : ikensyo-tce@pref.nagano.lg.jp

６　お問い合わせ先
長野県佐久建設事務所関連事業課
ＴＥＬ：0267－82－8274　
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北八ヶ岳松原湖温泉

ありがとう200万人キャンペーン
　　～オープン12周年記念イベント開催～　
　7月1日〜3日は、ご協賛、
ご協力各社の皆様のご協力に
よりお楽しみ抽選会を行いま
した。特別企画として癒しの
湯スペシャル（変わり湯、ラ
ベンダー、カモミール、レモ
ン）を実施しました。町民の皆様をはじめ、県内外からの
大勢のお客様にご来場いただきまして、誠にありがとうご

ざいました。7月7日七夕限定
イベントでは、お子様向けにお
菓子のつめ放題、綿あめ、ペア
で来場のお客様にはソフトドリ
ンクをプレゼント、長野県ＰＲ
キャラクター「アルクマ」が応
援にかけつけました。

８月８日は“ヤッホーの日”
★8月8日はオープン12周年記念イベント第2弾として
“ヤッホーの日”を開催しますので、大勢の皆様のご来
場をお待ちしております。

・８月８日が誕生日の方で食事をされる方に、特製ケーキ
をプレゼントします。
	 誕生日が分かる免許証、保険証等を持参してください。
・ヒノキの湯（変わり湯）	ヤッホーの日限定
★お食事処が長野県で実施している「おいしい信州ふーど
ＳＨＯＰ」に登録になり
ました。ヤッホーの湯で
「おいしい信州ふーど」
をお楽しみください。
★お盆の朝風呂営業について
8月13日㈫〜18日㈰　8：00〜10：00　この期間は混雑
が予想されますので、空いている時間帯のご利用をお勧
めします。
★長野県ＰＲキャラクター「アルクマ」のグッズ販売を始
めました。
★次回のメンテナンス休館　9月4日㈬、5日㈭

アルバイト募集
夏休み、お盆、繁忙期のアルバイトを募集しています。
期日（予定）8月1日〜18日

お問い合わせ先　八峰の湯
電話０２６７−９３−２２８８ 検索八峰の湯

「公証週間」について
　法務省と日本公証人連合会では、毎年10月 1 日から 7 日までの 1 週間を「公証週間」と定めて、皆さんに公証制度を
正しく理解していただくとともに、この制度の利用を呼びかけています。
　公証制度は、私たちの日常生活における法律的紛争を未然に防止し、法律上の権利や義務を明確にし安定させること
を目的として、証書の作成等の方法により、一定の事項を公証人に証明させる制度です。
　この公証事務を担当する公証人は、判事、検事、法務事務官などを長く務めた法務実務の経験豊かな者の中から法務
大臣が任命した法律の専門家です。
　次のような約束事には公正証書の作成をお勧めします。
　　　◯遺言　　○お金の貸し借り　　○不動産の売買や貸し借り　　○離婚に伴う養育費や慰謝料等の支払　
　　　◯任意後見契約（公正証書によることが必要です）
　大切な契約や取引において公正証書は皆さんの権利を正しく確実に守ってくれます。
　県内の公証役場は次のとおりです。

公証役場所在一覧表

026−234−8585

0263−35−6309

0268−22−5477

0265−23−6502

0266−53−4641

0265−73−8622

0267−54−8305

〒380−0872	 長野市大字南長野妻科437−7
	 長野法律ビル1階

長野公証人合同役場
　公証人　　　栗原　雄一　　　福光　洋子

〒390−0874	 松本市大手2−5−1
	 モモセビル3階

松本公証役場
　公証人　　　佐藤　美知幸　　加藤　武志

〒386−0023	 上田市中央西1−15−32
	 富国生命上田ビル3階

上田公証役場
　公証人　　　永井　栄次

〒395−0033	 飯田市常磐町30番地
	 飯伊森林組合ビル2階

飯田公証役場
　公証人　　　田玉　修一

〒392−0026	 諏訪市大手2−17−16
	 信濃ビル3階

諏訪公証役場
　公証人　　　柿村　清

〒396−0015	 伊那市中央4907−4
	 久保田ビル2階

伊那公証役場
　公証人　　　田畑　恵一

〒385−0027	 佐久市佐久平駅北26−7
	 藤ビル2階

佐久公証役場
　公証人　　　竹村　政男

電話番号所　　在　　地名　　　　称

令和元年6月1日現在
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小海町インフォメーション小海町インフォメーション

令
和
元
年
度

　佐
久
広
域
連
合

職
員
採
用
試
験

■
試
験
区
分

　お
よ
び
採
用
予
定
人
員

　

消
防
職
員　
①
初
級　
若
干
名

　
　
　
　
　
　

②
中
級　
若
干
名

　
　
　
　
　
　

③
上
級　
若
干
名

■
試
験
日
（
第
一
次
）

　

九
月
二
十
二
日
㈰

　
　
　
　

初
級　

中
級　

上
級

■
受
付
期
間

　

七
月
二
十
二
日
㈪～

八
月
九
㈮　

■
提
出
書
類

①
試
験
申
込
書
（
本
人
記
入

の
こ
と
）

②
最
終
学
校
（
卒
業
見
込

み
）
の
学
業
成
績
証
明
書

③
受
験
資
格
に
必
要
な
免
許

等
を
有
す
る
者
は
免
許
証

等
の
写
し

※
提
出
は
、
必
ず
本
人
が
佐

久
広
域
連
合
消
防
本
部
へ

持
参
す
る
こ
と

■
試
験
申
込
書
の
交
付

・
佐
久
広
域
連
合
事
務
局
、
佐

久
広
域
連
合
消
防
本
部
、
最

寄
り
の
消
防
署
で
七
月
八
日

㈪
か
ら
交
付
し
ま
す
。

・
郵
送
に
よ
る
請
求
は
、
宛
先

を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒
角

二
型
（
一
二
〇
円
分
の
切
手

を
貼
付
）
を
同
封
し
て
く
だ

し
た
連
合
章
で
あ
る
こ
と
。

・
連
合
旗
、
バ
ッ
チ
、
封
筒
等

に
も
使
用
で
き
る
デ
ザ
イ
ン

で
あ
る
こ
と
。

・
用
紙
の
地
色
を
含
め
、
四
色

以
内
で
あ
る
こ
と
。
な
お
、

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
（
色
の
濃

淡
を
少
し
ず
つ
変
化
さ
せ
る

手
法
）
は
不
可
と
し
ま
す
。

・
他
市
町
村
章
及
び
他
広
域
連

合
章
並
び
に
他
商
標
等
と
類

似
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

・
単
色
で
表
現
し
て
も
、
イ
メ

ー
ジ
や
安
定
感
が
損
な
わ
れ

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

・
未
発
表
作
品
で
あ
る
こ
と
。

■
応
募
期
間

　

令
和
元
年
八
月
一
日
㈭
～

　

令
和
元
年
九
月
十
日
㈫
。

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有

効
と
し
ま
す
。

■
応
募
先
・
条
件
等
に
つ
い
て

は
佐
久
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

佐
久
広
域
連
合　

事
務
局
庶

務
課
庶
務
係

〒
三
八
五
ー
〇
〇
四
三

長
野
県
佐
久
市
取
出
町
一
八

三
番
地　

野
沢
会
館
内

電
話
〇
二
六
七
ー
六
二
ー
七

七
二
一

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.areasaku.

or.jp/

さ
い
。

■
提
出
書
類
・
申
込
先
に
つ
い

て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

佐
久
広
域
連
合
消
防
本
部

総
務
課
職
員
係

電
話
〇
二
六
七
ー
六
四
ー
〇

一
一
九

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.areasaku.

or.jp/

佐
久
広
域
連
合「
連
合
章
」

デ
ザ
イ
ン
募
集

■
目
的

　

佐
久
広
域
連
合
十
一
市
町
村

の
地
域
内
融
和
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
新
時
代
「
令
和
」
を

迎
え
た
佐
久
地
域
の
更
な
る
躍

進
を
目
指
し
て
、
広
域
連
合
の

将
来
像
で
あ
る
「
美
し
い
ふ
る

さ
と　

い
き
い
き　

ふ
れ
あ
い

文
化
圏
」
を
象
徴
す
る
新
し
い

「
連
合
章
」
の
デ
ザ
イ
ン
を
広

く
公
募
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

ま
す
。

■
募
集
す
る
連
合
章
は
、

　次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

・
佐
久
広
域
連
合
の
十
一
市
町

村
の
地
域
内
融
和
と
佐
久
地

域
の
更
な
る
躍
進
を
目
指
し

て
、
将
来
像
で
あ
る
「
美
し

い
ふ
る
さ
と　

い
き
い
き　

ふ
れ
あ
い
文
化
圏
」
を
象
徴

・
お
誕
生

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
月

山
田　

躍や
く　
　

和
寛　

鎰　

掛

二
月

井
出　

有ゆ
う

俐り　

博
樹　

親　

沢

三
月

重
田　

結ゆ
い

春は　

政
士　

本
間
上

・
ご
結
婚

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
月

　

由
井　

勇
矢　
　

川
上
村

　

黒
澤　

実
来　
　

芦　

谷

　

畠
山　
　

崇　
　

松　

原

　

林　
　

涼
子　
　

佐
久
市

二
月

　

小
山　

直
敏　
　

宿　

渡

　

土
屋　

美
穂　
　

佐
久
市

　

関　
　

和
則　
　

本
間
上

　

藤
巻
ひ
ろ
み　
　

軽
井
沢
町

　

新
津　

正
志　
　

親　

沢

　

小
林　

理
紗　
　

佐
久
穂
町

　

松
本　

明
典　
　

本　

村

　

佐
藤　
　

彩　
　

佐
久
市

　

中
島　

大
樹　
　

八
那
池

　

菊
池　

宏
美　
　

佐
久
市

四
月

　

新
津　

佳
祐　
　
馬
流
清
水
町

　

上
田　

弥
生　
　

安
曇
野
市

・
ご
逝
去

　

お
悼
み
申
し
上
げ
ま
す
。

一
月

山
口　
　

知　

82
歳　
土
村
旭
町

新
津　

健
治　

85
歳　

大　

畑

山
口
と
み
じ　

94
歳　

本
間
上

井
出　

春
一　

86
歳　

親　

沢

新
井
や
す
子　

88
歳　

大　

畑

髙
見
澤
か
つ
い
95
歳　

本　

村

二
月

島
田　

文
子　

94
歳　
土
村
旭
町

井
出　

雅
和　

36
歳　

東
馬
流

小
山　

よ
　

105
歳　
土
村
南
町

油
井　

味
子　

104
歳　
馬
流
本
町

嶋
田　

信
子　

96
歳　

本
間
下

篠
原　

ゆ
ふ　

88
歳　

本
間
上

三
月

小
山
十
三
子　

81
歳　

宿　

渡

古
清
水
克
人　

76
歳　

本
間
下

井
出　

忠
子　

88
歳　

東
馬
流

篠
原
シ
ゲ
ヨ
シ
81
歳　

大　

畑

関　
　
　

久　

91
歳　

本
間
上

小
林　

信
男　

96
歳　

本　

村

四
月

新
津　

澤
二　

85
歳　
土
村
旭
町

油
井
三
之
助　

97
歳　

卒　

道

松
本
か
し
子　

95
歳　

本　

村

小
池
き
さ
ゑ　

99
歳　

東
馬
流

小
山　

六
女　

90
歳　

宿　

渡

篠
原
か
ず
ま　

88
歳　

鎰　

掛

井
出　

智
美　

58
歳　

本
間
下

小
山　

源
市　

80
歳　
土
村
旭
町

（（（（（（（（



第 5 1 3 号 令和元年7月26日(　)1₅ 役場からのおしらせ

子 育 て 支 援 だ よ り

子育て支援センター事業
★おもちゃランド
・ ₈月₂₂日㈭　₁₀時〜　「松原高原へピクニック♪」
・ ₉月₂₈日㈯　　　　　「小海保育所運動会への参加」
★パパ・ママ　カンガルーひろば
・ ₉月 ₂日㈪　₁₀時〜　「アクティブにいこう！②」
★はぐくみサロン
・ ₉月₁₂日㈭　₁₀時〜　「絵本の世界を楽しもう

〜小池保育士」

児　童　館　事　業
★子ども教室
・ ₈月 ₂日㈮　 ₉時〜　「夏休みイベント①」
・ ₈月 ₈日㈭　 ₉時〜　「夏休みイベント②」
・ ₈月₂₈日㈬　放課後〜「ゲーム遊び」
・ ₉月₁₁日㈬　放課後〜「オセロ・将棋」
・ ₉月₁₇日㈫　 ₉時〜　「映画鑑賞」

次 世 代 育 成 事 業
★子ども探検隊
・ ₉月 ₇日㈯　 ₉時〜　「森でクラフト」

８・９月の子育て支援教室 お問合わせ
小海なかよし児童館　９２−２５８０

◆白樺結婚相談（小海町・佐久穂町・南相木村・北相木村）
　・ ₈月₁₈日㈰　₁₃時₃₀分～₁₆時　南相木村公民館
　・ ₉月₁₅日㈰　₁₃時₃₀分～₁₆時　北相木村公民館

結婚推進事業 ～婚活のすすめ～ ◇小海町結婚相談
※ご本人でもご家族でも結構です。
月〜金曜日の ₈時₃₀分〜₁₉時まで、小海な
かよし児童館にて受け付けております。
お気軽にご相談ください。

子育てフェスタ２０１９
たくさんのご来館

ありがとうございました　　　

佐久大学合唱サークルのみなさん

しあわ戦隊ＫＯＵＭＩマン



令和元年7月26日 第171号 (　)162222222222　小海町社会福祉協議会 2222222222

〈編集・発行〉社会福祉法人　小海町社会福祉協議会／〒384－1103　長野県南佐久郡小海町大字豊里805番地　ＴＥＬ．92－4107㈹　ＦＡＸ．92－2457

～理念～　誰もが皆、自分らしく生きる為に、支え合う地域づくりを目指します。
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平
成
三
十
年
度
決
算
報
告

会
長
挨
拶 

嶋
田
一
正

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
益
々
ご

清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

平
素
は
小
海
町
社
会
福
祉
協

議
会
の
活
動
に
深
い
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
改
選
に
と
も
な
い
、

理
事
の
皆
さ
ま
の
ご
推
挙
と
賛
同
を
賜
り
、
引
き
続
い
て

社
協
会
長
の
大
任
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
社
協
会
長
と
し
て
三
期
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、

責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

社
協
の
使
命
は
人
々
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

生
活
す
る
こ
と
の
出
来
る
「
地
域
福
祉
」
の
推
進
に
あ
り

ま
す
。
又
、
社
協
は
「
住
民
主
体
」
の
地
域
福
祉
活
動
を

進
め
る
た
め
、
ご
賛
同
い
た
だ
い
た
町
民
の
皆
さ
ま
を
対

象
に
し
た
会
員
制
度
を
と
り
会
費
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
社
協
は
町
民
の
皆
さ
ま
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

た
民
間
の
福
祉
団
体
で
す
。
職
員
一
同
、
こ
の
社
協
の
原

点
を
し
っ
か
り
再
認
識
し
つ
つ
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
身

近
で
親
し
ま
れ
信
頼
さ
れ
る
社
協
で
あ
り
ま
す
よ
う
一
丸

と
な
っ
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
行
政
も
社
協
も
目
指
す
と
こ
ろ
は
「
住
民
福
祉
の
向

上
」
で
あ
り
ま
す
。
行
政
と
の
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」

を
い
っ
そ
う
深
め
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
各
種
団
体
等
関
係
す
る
皆
さ
ま
の
連
携
、
協
働
の

中
核
を
担
う
努
力
も
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

小
海
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
理
事
会
が
五
月
三
十
一
日
、
評
議
員
会
が
六
月
二

十
五
日
に
開
催
さ
れ
、
平
成
三
十
年
度
一
般
会
計
・
善
意
銀
行
特
別
会
計
決
算
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
歳
入
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
宅
老
所
の
利
用
者
の
減
等
に
よ
り
介
護
報

酬
が
約
二
千
二
百
万
円
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
は
人
件
費
の
減
等
に
よ
り
約
三
百
四
十
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
会

計
全
体
で
は
約
二
千
四
百
万
円
の
赤
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。　

　

大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん

の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
事
業
、
地
域
福
祉
増
進
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

事業費 18％

助成金
負担金 3％

事務費 1％ 減価償却費 1％

基金繰入金 0％

人件費 77％

サービス事業活動収入サービス事業活動支出

会費収入 2,584,000
助成金収入 805,400
受託金収入 16,989,035
共同募金配分金 1,992,702
介護保険収入 135,199,314
障害福祉サービス 4,310,740
事業収入 1,676,800
その他 130,283
合計 163,688,274

（円）

人件費 145,788,418
事業費 33,836,830
事務費 1,581,268
助成金・負担金 5,621,284
基金繰入金 20,286
減価償却費 1,207,683
合計 188,055,769

（円）

会費収入 2％
助成金収入 0％
受託金収入 10％

共同募金
分配金 1％

介護保険収入 83％

障害福祉
サービス 3％

事業収入 1％

その他 0％
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第48回 小海町老人クラブ大会開催
　メインテーマ「創造と連携の輪を拡げて心豊かな二十一世紀を」

小海町遺族会
忠魂碑参拝・総会が行われました

小海町老人クラブ連合会では休会クラブ復活、

新規クラブの加入をお待ちしております！

　第48回小海町老人クラブ大会が6月28日に町総合
センターにおいて、9単位クラブ100余名の会員が参
加し、盛大に開催されました。
　大会は岩下副会長による老人クラブ憲章の朗読では
じまり、中山会長より近年、高齢者の交通事故が増え
ている中、加害者、被害者どちらにもならないように
とのあいさつがありました。また、会員数の増加や休
会クラブの復活にむけて、町や地区の皆様へのご支援
とご協力のお願いがありました。続いて各単位クラブの活動において多大な貢献をしていただい
た方への表彰があり、親川老盛会の井上勝俊さんが表彰されました。今年度はシニア大学卒業生、
八那池八光会の鷹野雄之助さんによるシニア大学についての発表もありました。記念講演は『令

和元年華麗なる高齢者！あなたが主役・小海町の介護
予防』と題し、健康福祉広域支援協会代表理事の中村
崇氏にご講演いただきました。講師の活動を通じての
地域づくりの話や、健康寿命を延ばすための方策など、
興味深いお話をしていただきました。午後は、会員の
方々による演芸会が賑やかに行われました。最後に会
場全体で県歌信濃の国を合唱し、万歳三唱が行われ閉
会となりました。

　 6月 6日、小海町遺族会による松源寺境内と旧
北牧小学校校庭横にある忠魂碑の参拝と、午後に
はやすらぎ園にて総会が行われました。現在会員
は72名おり、戦争に出兵し犠牲となった兵士の慰
霊の為、毎年行われております。遺族会は〝二度
と戦争はしてはならない。自分たちのような遺族
を出してはならない。〟という思いで戦没者の慰
霊と顕彰を行っております。戦争の悲惨さと平和
の尊さを後世代に伝え続ける活動を今後も行って
いきたいと思います。
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イ
ラ
マ
の
僧
衣
を
は
じ
め
チ
ベ

ッ
ト
仏
教
の
僧
侶
の
袈
裟
は
ラ

ッ
ク
（
介
殻
虫
）
で
染
め
ら
れ

た
臙
脂
色
で
あ
り
ま
す
。
日
本

で
は
早
稲
田
大
学
の
ス
ク
ー
ル

カ
ラ
ー
〈
臙
脂
色
〉
が
有
名
で

す
。
ラ
ッ
ク
介
殻
虫
は
ビ
ル
マ

合
歓
木
・
花
没
薬
の
木
な
ど
に

寄
生
し
て
分
泌
物
で
木
の
枝
に

巣
を
作
り
ま
す
。
こ
の
巣
は
ス

テ
ィ
ク
ラ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
、
樹

脂
と
赤
色
素
で
出
来
て
い
ま
す
。

色
素
を
抽
出
し
て
残
っ
た
樹
脂

を
封
蝋
（
S
e
a
l
i
n
g	

W
a
x
）
と
し
て
使
っ
て
き
ま

し
た
、こ
れ
は
蠟
で
は
な
く〈
ラ

ッ
ク
樹
脂
〉
で
あ
り
ま
す
。
ア

ジ
ア
全
域
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

国
書
や
貴
族
の
文
書
の
封
蝋
と

し
て
も
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
で
も
高
級
な
ウ
ィ
ス
キ
ー
及

び
ワ
イ
ン
の
ボ
ト
ル
や
ケ
ー
ス

の
封
蝋
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
タ
イ
で
は
こ
の
ラ
ッ
ク
介
殻

虫
の
巣
を
人
工
的
に
樹
に
着
生

さ
せ
ま
す
。
ラ
ッ
ク
カ
イ
ガ
ラ

ム
シ
は
十
一
月
の
満
月
の
頃
、

一
斉
に
巣
か
ら
虫
が
羽
化
し
ま

す
、
ご
く
小
さ
い
虫
で
す
が
大

量
に
羽
化
す
る
と
巣
が
赤
く
な

る
そ
う
で
す
。
そ
の
枝
を
切
り

ス
テ
ィ
ク
ラ
ッ
ク
を
採
取
し
ま

す
、
そ
し
て
そ
の
巣
の
一
部
を

稲
藁
に
包
ん
で
次
に
着
生
さ
せ

る
新
し
い
樹
に
吊
る
し
ま

す
。
一
度
採
取
し
た
樹
は

三
年
間
休
ま
せ
る
そ
う
で

す
。
正
倉
院
に
は
ス
テ
ィ

ク
ラ
ッ
ク
が
「
紫
鉱
」
の

名
で
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
人
た
ち
は
こ
れ
を

虫
の
巣
と
は
思
わ
ず
薬
用

の
鉱
物
と
考
え
ま
し
た
。

江
戸
後
期
に
、
染
料
と
し

て
抽
出
し
た
ラ
ッ
ク
の
色

素
を
真
綿
や
綿
布
に
吸
着

さ
せ
〈
臙え

ん

脂じ

綿わ
た

〉
と
し
て
中
国

大
陸
か
ら
日
本
に
渡
来
し
、
そ

れ
を
水
に
溶
か
し
て
京
友
禅
・

紅
型
の
染
料
や
日
本
画
の
絵
具

と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。〈
臙

脂
色
〉
の
染
料
と
し
て
は
他
に
、

メ
キ
シ
コ
の
サ
ボ
テ
ン
に
寄
生

す
る
コ
チ
ニ
ー
ル
介
殻
虫
か
ら

浸
出
さ
せ
た
コ
チ
ニ
ー
ル
色
素

が
あ
る
。
現
在
で
も
食
紅
や
化

粧
品
着
色
と
し
て
も
多
用
さ
れ

て
い
る
。
現
在
ラ
ッ
ク
染
材
は

染
料
メ
ー
カ
ー
で
液
体
や
粉
末

に
加
工
さ
れ
て
大
変
に
高
価
格

で
す
、
原
材
料
か
ら
色
素
を
抽

出
す
る
方
法
は
全
く
試
行
錯
誤

で
あ
り
ま
し
た
。

　
染
色
法
は
乾
燥
ラ
ッ
ク
を
金

槌
な
ど
で
細
か
く
割
っ
て
、
枝

を
除
去
し
ま
す
。
染
色
前
に
は

軽
く
水
洗
い
し
て
そ
の
他
の
ゴ

ミ
や
粉
を
洗
い
落
と
す
。
乾
燥

ラ
ッ
ク
一
〇
〇ｇ
に
一
ℓ
の
酸

性
熱
湯
（
ク
エ
ン
酸
十
㏄
）
を

加
え
て
よ
く
手
も
み
す
る
か
搗

い
て
染
料
を
抽
出
す
る
。
ラ
ッ

ク
は
赤
い
餅
の
様
に
柔
ら
か
く

な
る
（
こ
れ
は
封
蝋
に
な
る
樹

脂
）。
こ
の
ラ
ッ
ク
が
茶
色
く

な
る
ま
で
三
〜
四
回
繰
り
返
し

て
染
液
を
得
る
、
液
色
は
将
に

臙
脂
色
で
あ
る
。
こ
の
液
を
六

十
〜
七
十
℃
に
熱
し
て
生
地
を

三
十
分
浸
す
。
媒
染
剤
は
ア
ル

ミ
で
は
朱
赤
だ
が
、
ア
ル
カ
リ

で
は
紫
味
の
強
い
赤
と
な
る
。

鉄
媒
染
で
は
紫
黒
を
染
め
る
。

し
か
し
媒
染
剤
の
種
類
や
染
め

る
時
間
、
染
→
媒
染
→
染
の
繰

り
返
し
な
ど
で
色
の
発
色
や
濃

淡
が
得
ら
れ
る
。
ま
た
素
材
の

絹
、
綿
、
麻
、
レ
ー
ヨ
ン
に
よ

っ
て
発
色
も
変
わ
り
、
多
様
で

あ
る
。
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
〈
臙
脂

色
〉
に
す
る
に
は
大
変
な
修
行

が
要
り
そ
う
で
す
。

この広報紙は環境にやさしいインキを使用しています。

紙
面
の
都
合
に
よ
り
今
号
の
フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
は
お
休
み
し
ま
す
。

小海の植物小海の植物

染めごよみ�
文・写真／四反田　有弘

「草木染の会」主宰　森林インストラクター

美
術
館
で
は
、
八

月
二
十
五
日
ま
で

「
未
来
へ
の
世
界
地
図　

ハ
ー

ビ
ー･

山
口
写
真
展
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
ハ
ー
ビ
ー
・

山
口
氏
（
一
九
五
〇
年
、
東
京

都
生
ま
れ
）
は
、
国
内
外
で
活

躍
す
る
写
真
家
で
、
多
く
の
作

品
を
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
、
ス
ナ

ッ
プ
・
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
と
い
う

ス
タ
イ
ル
で
残
し
、
そ
の
優
し

く
清
楚
な
作
風
は
多
く
の
フ
ァ

ン
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
で
の

作
品
を
は
じ
め
、「
二
十
歳
の

憧
憬
」、「
代
官
山
一
七
番
地
」、

「
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
」、「
Ｌ
Ａ
Ｙ
Ｅ
Ｒ

Ｅ
Ｄ
（
レ
イ
ヤ
ー
ド
）」、「
時

間
（
と
き
）
の
ア
ト
ラ
ス
」
そ

し
て
、
本
展
の
た
め
に
美
術
館

で
撮
影
さ
れ
た
新
作
で
ハ
ー
ビ

ー
氏
の
五
十
年
の
軌
跡
を
辿
り

ま
す
。
作
品
は
、
美
術
館
の
内

外
の
撮
影
さ
れ
た
場
所
に
も
展

示
さ
れ
、
臨

場
感
を
感
じ

て
い
た
だ
け

ま
す
。（
写

真
）
ま
た
、

ハ
ー
ビ
ー
氏

の
ご
子
息
で

新
進
気
鋭
の

フ
ォ
ト
グ
ラ

フ
ァ
ー
、
山

口
大
輝
氏
の

作
品
を
合
わ

せ
て
展
示
し

て
い
ま
す
。

希
望
を
感
じ

る
作
品
を
お

愉
し
み
下
さ

い
。

ラ
ッ
ク
ダ
イ

　
珍
し
い
染
材
が
手
に
入
り
ま

し
た
。
染
生
地
を
購
入
す
る
輸

入
商
に
東
南
ア
ジ
ア
の
染
材
が

手
に
入
ら
な
い
か
と
依
頼
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
春
に
届
い
た

の
で
す
。
ラ
ッ
ク　

l

 
a

 
c
 

別
名
：
臙
脂
虫　
ビ
ル
マ
合
歓

木
（
ま
め
科
）
に
寄
生
す
る
介

殻
虫
（
ラ
ッ
ク
）
で
す
。
ダ
ラ

 「
ハ
ー
ビ
ー･

山
口

写
真
展
」
開
催
中
！




